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地方都市においては、地域資産を磨き、地域力を再生させる良質な社会資本整備の在り方が求められ

ている。また市民の自発的活動によって信頼関係やネットワークを壌成し、次世代へと継承することも

地域再生の重要な要因であると指摘されている。しかし、高質なインフラ整備を契機として市民活動が

誘発、育成された実践例および研究論文はまだ少なく、その有効性について検証されていない。 

本研究においては、日向市駅周辺地区のまちづくり事業の進捗に合わせて富高小学校で開催されたま

ちづくり課外授業を事例として、課外授業関係者が人的ネットワークを形成し、市民の主体的な活動を

促した参画プロセス、その後のまちづくり事業との関わり方等について検証した。 
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１．研究の背景と目的 
 

持続性のあるまちづくりを進めていく上で,計画段階

からの市民参画が地域力再生の大きな原動力になるとさ

れ,ワークショップや勉強会等の取り組みが全国で積極

的展開されている1),2).梶島3）,中川4）,倉原5）らは,そのため

の有効な手法として,次世代を担う子ども達が街に関心

を持つためのまちづくり学習が重要な役割を果たしてい

ることを明らかにしている。 
一方で,社会的共有資本6）としてのインフラ整備は,エ

ンドユーザーである市民が愛着と誇りを持ち,人的ネッ

トワークによって利用管理してもらうことが最終目標で

あり,それをソーシャル・キャピタルの醸成へと結びつ

けていくことが大きな課題となっている7),8).。 
しかしながら,実際のまちづくり事業とまちづくり学

習とが直接連携する機会は少ない9）。したがって,まち

づくり学習に関わった子ども達や大人達によって形成さ

れるネットワークがソーシャル・キャピタルの育成に有

効であることを明らかにするためには,学習成果がまち

づくり事業と連携することを明確化し,またその評価を

行うことが必要と考えられる。 

 以上の認識から,本研究は,まちづくり学習(課外授業)を
契機としてまちづくり事業に関する大人達（授業関係

者）の人的ネットワークの形成過程を追跡し,その有効

性を検討するものである。具体的には,宮崎県日向市立

富高小学校の課外授業の取り組みを取り上げ,以下の点

に着目して調査・分析するものである。. 
1)課外授業プロセスの追跡整理による関係者の関わり方

と意識変化 
2)課外授業関係者が形成するネットワークの拡がり方 
 

 

２．調査・分析の枠組み 

 

本稿では,「課外授業」における学習プロセスと関係

者の参加方法の分析に基づいて,上記1）,2）,3）の検討を

行うものであり,分析に用いるデータ・資料は以下の通

りである。. 
①富高小学校におけるまちづくり課外授業の開催プロセ

ス10), 
②講師達の発話を集めた議事録やメモ,記録報告書11) 
③授業終了後に関係者(講師4人,市役所担当職員4人,市民



 

グループ2団体)に実施したヒアリング11), 
⑤市民による活動やイベント開催および参加者推移12), 
 上記を第1次データとして,1) 課外授業を時系列に整理

し直すことで学習プログラム全体像を把握し,明確化す

る。次いで,2) 関係者の課外授業への参加の仕方を明ら

かにし,授業終了後に起こしたアクションを整理する。 
 

 

３．研究対象の概要 

 

(1) 日向市におけるまちづくり事業の概要 

宮崎県日向市では,1996年より中心市街地の魅力とに

ぎわい再生を図るために,官民協働のまちづくりを基本

理念とし,JR日豊本線日向市駅連続立体交差事業(宮崎

県)・日向市駅周辺地区土地区画整理事業(日向市)・特

定商業集積整備事業(民間)の一体的整備に連携して取り

組んでいる。また,宮崎県は2001年以降,生産量の連続日

本一を誇る杉生産地であり,林業の活性化は地域の活性

化にも繋がるため,県域全体で木材の利用拡大を図って

いるところである。そのため日向市でも「木の香りあ

ふれるまちづくり」をテーマとし,まちづくりが進めら

れている12）。 
(2）まちづくり課外授業の概要 

日向市立富高小学校では,過去に計2回,実際のまちづ

くり事業の進捗と連動してまちづくり課外授業を開催し

ている。 

a) 第１回まちづくり課外授業(2002年度) 

 まちづくり事業主体である宮崎県と日向市では,現在

取り組んでいるまちづくりを次世代へ繋げていくため

に,その担い手となる子どもたちが街に関心を持つこと

が大切と考え,まちづくり学習をその契機のひとつとし

て活用することが期待された。 
開催期間：2002年9月〜2002年10月(約2ヶ月・10時間) 
対象児童：日向市立富高小学校6年生3クラス(児童95人) 
授業テーマ：「10年後の日向・・・そして私」 
授業主催者等：宮崎県土木部都市計画課・日向市市街

地整備課,富高小学校 
講師：日向地区都市デザイン会議メンバー・篠原修教

授(現政策研究大学院大学),内藤廣教授(東京大学)ら 
授業内容：児童たちが街なかを調査し,将来の街のイメ

ージを考え,模型を製作する課外授業を開催した。. 
 本授業は,まちづくり学習の新しい取り組みとして地

元新聞2紙で取り上げられ,地域に大きな反響を呼んだ
13）。 
b) 第２回まちづくり課外授業(2004年度) 

第1回授業が好評だったため,2年後(2004年)に再度,好評

だった課外授業を開催することを宮崎県及び日向市の

事業担当関係者が企画した.関係者は,変貌し始めた駅周

辺のまちづくりに関心を持ってもらうことを考えた。

一方,富高小学校の関係者は,児童自らが街に対して欲し

い店舗や利用客のことを考えて,夢を描き,それをカタチ

にデザインし,モノに作りあげ,その夢を実現するという

プロセスを体験することによって成長することを期待

した。また,まちづくりに関与するプランナーやデザイ

ナーらは,児童たちから新鮮な発想を逆に返してもらう

ことを期待していた。このような背景から以下に示す

ような「日向市活性化塾」が開催されることになった
14）. 
開催期間：2004年10月〜2005年１月(約4ヶ月・40時間) 
対象児童：日向市立富高小学校6年生3クラス(児童91人) 
授業テーマ：「日向市活性化塾 (移動式夢空間) 」 
授業主催者等：主催者(企画関係者)は宮崎県土木部都市

計画課・日向市市街地整備課,富高小学校で,後援(運営関

係者)は日向木の芽会,地元職方である11）.。 
講師：日向市まちづくり事業において,杉材を利活用し

たストリートファニチャー(街路灯,パーゴラ,ベンチ等)
のデザイン・製作を担当している南雲勝志氏(IDデザイ

ナー)らデザイナー3名11).前回講師の篠原,内藤両教授らも

特別講師として参加した。 
授業内容：駅前空間や祭り,イベントなどで,自分たちと

街の人たちが一緒に楽しくふれあえ多目的利活用でき

る「杉でつくる移動式屋台」を考え,模型及び実物を製

作し,下級生,父兄等を招いて発表会を開催した。 
 第２回授業も大きな反響を呼び,「活性化塾」の一連

の活動は,2005年「グッドデザイン賞(新領域デザイン部

門)」を受賞し,移動式屋台は,日向市に寄贈され,現在も

イベント等の際に市民が利活用している。 
c) 第３回まちづくり課外授業(2007年度) 

 前年暮れに新日向市駅が開業した2007年度において

は,宮崎県や日向市の行政関係者は,東西駅前広場の完成

する時期(2007年度末)に目標を設定し,子ども達が駅周辺

のまちづくりへの関心を持ち,街への愛着を育んでいく

ことを考え,課外授業を企画,開催した。 
開催期間：2007年12月〜2008年3月(約4ヶ月・12時間). 
対象児童：日向市立富高小学校6年生3クラス(99人) 
活動テーマ:「タイムカプシェル･プロジェクト」 
授業主催者等：主催者(企画関係者)は宮崎県土木部都市

計画課・日向市市街地整備課,富高小学校で,後援(運営関

係者)は日向木の芽会,駅前広場担当工事会社である11）. 
講師：第２回授業で講師を務めた南雲勝志氏(IDデザイ

ナー)らデザイナー3名10)に小野寺康氏（都市設計家）が

加わった。 
授業内容：子ども達が見る夢をカタチにするとともに,
街の中に夢を埋め込み,その夢を市民みんなで受け継い



 

でいくことを目標として,日向特産の「碁石」「蛤」に

子ども達の将来の夢や街への想いを込めて,自らがデザ

インし,絵の具等で表現する.夢のテーマをみんなで考え,
チームで制作した。最終的には作品をタイムカプセル

に詰め込み,日向市駅西口駅前広場完成に合わせ広場ロ

ータリー下に埋設し,子ども達が成人式を迎える2016年
に開封する。また同時に子ども達の作品とともに一般

市民からも「未来への手紙」を募集,埋設し市勢70周年

(2021年)に発送する。 
 「未来への手紙」は,市担当職員の予想を大きく上回

り,964通もの手紙が届けられ,完成式でのタイムカプセル

埋設式には多くの市民が参加している。 
 

(2)課外授業における関係者の参加プロセス 

計 3回の授業の内容を時系列に整理すると表-1のよう

になる。課外授業に関わった大人達（関係者）は,表-１
にまとめたように,回数を経るごとに多様な関わり方や

展開を示している.ただし,具体的な人的ネットワーク拡

大の分析については,講演時に発表する。 
 

表-１. 課外授業関係者の参加プロセスと参加リスト 

 関係者 学習内容 

 小学校 
担任教師 

準備学習での街なか調査指導 
授業運営にあたり行政側との調整 

 行政担当者 
（県・市） 

授業企画立案,運営,記録作成 
模型製作の素材提供,技術指導, 

 
講 師 

子ども達へのメッセージ 
計画に対するアドバイス指導等 

 
小学校 
担任教師 

第１回授業後,出前講座等の開催 
授業運営にあたり行政側との調整 

 
行政担当者 
（県・市） 

授業企画立案,運営,記録作成 
まちづくり事業の説明,解説 

 
講 師 

授業運営,計画案へのアドバイス 
計画案の実施設計デザイン等 
授業後,全国へのＰＲ 

 
木材関係者 

材料提供,製作指導,仕上げ等 
杉コレクションの企画,開催 
授業後,全国へのＰＲ 

 
小学校 
担任教師 

授業運営にあたり行政側との調整 
街なか調査の指導,アドバイス等 

 
行政担当者 
（県・市） 

授業企画立案,運営,記録作成 
街なか調査等の引率,説明等 
未来への手紙企画,運営,,準備 

 
講 師 

授業運営,計画案へのアドバイス 
計画案の実施設計デザイン等 
授業成果の市民への発表企画 

 
木材関係者 
工事関係者 

素材提供, 
「作品発表会」舞台設営 
杉コレクションの県内展開,ＰＲ 

 

a）担任教師の関わり方 

 第2回,第3回授業時の担任教師へのヒアリングに基づ

くと,第1回授業がどちらかというと行政主導型だったの

に対して,2回目以降は,他の関係者の働きかけもあり,各
回の授業内容や運営により深く関わるようになった。

特に教師たちは,第1回課外授業開催後,高学年による福

祉（バリアフリー）や社会（商店街）の授業の中で,街
なかへの体験や出前講座などを計画し実施するように

なり,教師自身もまちづくりへの関心を高めたことがう

かがえる。 
b）講師の関わり方 

 講師へのヒアリングに基づくと,第2回授業での子ども

達と直接接する時間が長かったことが強い印象を与え

ている。そして,各授業ともモノづくり(作品制作)とい

うプロセスについては,子ども達の発想の豊かさ,力強さ

を受け取っていると述べている11).このことが専門家と

しての自らの意識を高め,モノづくりや公共空間づくり

を通じて街に「お返し」することの重要性を日向市や

県内のみならず全国（たとえば日本全国杉ダラケ倶楽

部の活動14）など）へ情報発信する契機となった。 
c）行政担当者の関わり方 

 

 

４. 関係者によるネットワークの形成 

 県・市担当職員は課外授業を運営する上で,側面から

開催準備を支援し,小学校・講師・地域関係者・市民を

結びつける重要な役割を果たしてきた。彼らへのヒア

リングに基づくと,第1回授業の当初は,大きな期待を持

たない授業内容がイメージされていた.しかし,子ども達

が模型等によって描いた夢には,感受性豊かな表現や街

への多くの想いが込められていたことに感動している.。
そして児童,講師,教師,関係者がともに妥協のない「モ

ノ」を作ろうとする姿勢にまちづくりの本質を見出し

たと述べている。 
 参加者,関係者の拡大については,表-1に示した経緯を

辿ると,授業関係者→木材関係者→商業関係者→市民へ

とその輪が拡がっていることがわかる。特に市民も参

加できる「未来への手紙」企画は,東西駅前広場完成の

時期をターゲットにして,新たな社会的共有資本である

駅前広場を市民の身近な存在にするために戦略的な工

夫を練ったものである。「未来への手紙」という媒介

を通じることによって,駅前広場という公共空間の持つ

役割や存在を市民にとってより身近なものにすること

を市担当職員は期待していたと述べている。 
d）木材関係者の関わり方 

 2004年度に開催された第2回課外授業から参画し,その

後の日向のまちづくり事業に大きな貢献を果たしてい

るのが木材関係者の組織「日向木の芽会」である。 
「木を活かしたまちづくり」を具現化するための媒介

第
３
回
授
業 

第
１
回
授
業 

第
２
回
授
業 



 

となった「異動式夢空間」は,そのデザインクオリティ

の高さだけでなく,「杉」という地域素材を通じて行政,
専門家,デザイナー,商業者,市民そして子ども達を結びつ

ける役割を果たしており13),そのサポート役を果たして

きたのが,「木の芽会」である.しかし,課外授業は,単一

組織としての「木の芽会」だけでは成し得なかった人

的ネットワークを市民レベルにまで浸透させたといえ,
ソーシャル・キャピタル醸成の視点からは重要であろ

う。その後のまちづくり事業の進捗に伴い,課外授業を

サポートしてきた「日向木の芽会」等が中心的に活動

を展開するようになり,市民主体の各種イベントや祭り

も企画,開催されるようになっている。これらのイベン

ト等は年々開催回数ならびに参加者数も増加傾向にあ

る。また,まちづくり事業の進捗に伴い,市民主体の各種

イベントやお祭りも企画,開催されており,年々開催回数

ならびに参加者数も増加傾向にある(図-１).。以上は,課
外授業の成果に限ったものではなく,シンポジウムやワ

ークショップ等の開催の積み重ねによって,次第に市民

意識が向上し,「街を育てる」「街を使う」ことが恒常

化しつつあることを示していよう。 
さらに,これまでの課外授業の取り組み成果を受ける

形で2007年には地元NPOが中心となったまちづくり活

動組織「こども街育て隊」が結成され,街の清掃活動や

イベントでの屋台出店等を行うようになった(表-2).。 
 小学校側における街なか体験や出前講座などの実施

によって,課外授業受講者以外の子供達の中にも街に対

して社会参加する意識が根付いてきているものと考え

られ,彼らの中の数名が清掃活動等に参加していると市

担当職員は述べている11).。 
 

 

６.考察とまとめ 

 

 子ども達が体験したデザイン・モノづくりのプロセス

に接することで大人達関係者が今後のコミュニケーショ

ン形成に与える効果,まちづくり(ソーシャル・キャピタ

ル醸成)の連携方策について考察する。 
 計3回にわたる課外授業において,子ども達が体験した

学習プロセスは,子ども達に,協力の大切さ・夢の実現・感

謝の気持ちなどを育むとともに,関係する大人達にも子ど

も達と同じ時間を共有することで意識変化が生まれている。

このことは,参加型のまちづくりの一環として課外授業を

開催する場合には,父兄や地域住民,地域団体を始めとする

授業関係者が子ども達とまちづくりに関する楽しい経験を

共有することが重要なポイントであることを示唆している。

インフラ整備などの公共事業は,本来,事業完成が目標で

はなく,それを契機として社会的共有資本を育み,継承し

ていくコミュニケーション力の再生(ソーシャル・キャ

ピタル醸成)が最終目標化される必要がある。このこと

からも日向市において課外授業を通じて,子ども達のみ

ならず,専門家・教育者・行政・木材関係者・商業者・

市民へと輪を拡げた交流ネットワークの展開は,今後の

まちづくりの原動力として有効に働くものと考えられ

る。したがって,今後のまちづくりにおいては,インフラ

整備としての公共事業の進捗に併せ,それらに関わる行

政(教師)と住民や市民(児童)の関係に加えて,専門家,民間

関係者の協力,ネットワーク関係を築き,連携していくこ

とを総合的かつ戦略的に展開し,マネジメントしていく

ことが重要であるといえる。 
 
表-2.「まち育て隊」活動イベント参加状況 

開催日時 参加イベント 主な活動内容 イベント参加者 

2005.9.17-18 十五夜まつり アンケート調査 約3,000人

2005.11.13 街区周年祭 アンケート調査 約600人

2006.9.9-10 十五夜まつり 昔の日向市駅写真展 約4,000人

2006.12.17 新駅開業イベント 感謝メッセージ徴収 約15,000人

2007. 2.24 旧駅お別れイベント ぜんざいのふるまい 約2,000人

2007. 9.23 十五夜まつり ※グッズ販売 約1,000人

2007.10.27 まちなかハロウィン ※こどもカフェ・劇 約3,000人

2007.12.16 新駅開業１周年イベント ※こどもカフェ・劇 約8,000人

2008. 3. 9 西口駅前広場完成イベント ※こどもカフェ 約5,000人

 (※は,「こどもまち育て隊」発足以降の活動)  
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図-1．イベント参加者数の推移(日向市調査) 
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